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近
年
、
日
本
で
は
、
ナ
チ
ス
期
の
ド
イ
ツ
で
の
精
神
病
患
者
や
障

害
者
に
対
す
る
強
制
断
種
や
「
安
楽
死
」
と
称
し
た
大
量
殺
害
に
関

心
が
高
ま
っ
て
い
て
、
関
連
す
る
書
籍
が
出
版
さ
れ
て
い
る
（
１
）
。
こ
れ

ら
で
は
、
ナ
チ
ス
が
極
端
な
優
生
思
想
や
人
種
主
義
思
想
を
も
ち
、

障
害
者
が
犠
牲
に
な
っ
た
こ
と
が
前
面
に
出
て
い
る
。
書
き
手
も
障

害
者
の
側
に
立
ち
、
ナ
チ
ス
の
蛮
行
か
ら
現
在
の
日
本
社
会
の
障
害

者
の
在
り
方
へ
の
教
訓
を
得
よ
う
と
す
る
立
場
を
と
る
。と
同
時
に
、

こ
れ
ら
の
書
籍
は
歴
史
研
究
者
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
。
ナ
チ
ス
に

よ
る
強
制
断
種
や
「
安
楽
死
」
に
つ
い
て
の
歴
史
研
究
は
、
ド
イ
ツ

語
圏
を
中
心
に
、
一
九
八
〇
年
代
以
降
急
速
に
質
・
量
と
も
に
充
実

し
て
い
て
（
２
）

、
最
近
日
本
で
出
版
さ
れ
た
書
籍
は
、
最
新
の
研
究
成
果

を
十
分
に
反
映
さ
せ
て
い
る
と
は
い
え
な
い
。
　

　
日
本
の
ド
イ
ツ
史
研
究
で
も
、
ナ
チ
ス
研
究
は
非
常
に
重
要
な
領

域
と
な
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
精
神
病
患
者
や
障
害
者
を
対

象
と
し
た
強
制
断
種
や
大
量
殺
害
（「
安
楽
死
」）
に
つ
い
て
の
日
本

人
に
よ
る
歴
史
研
究
は
評
者
の
知
る
限
り
非
常
に
少
な
く
、
木
畑
和

子
氏
に
よ
る
論
文
や
、
ド
イ
ツ
の
社
会
国
家
に
つ
い
て
の
川
越
修
氏

の
研
究
に
お
い
て
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
程
度
で
あ
る
（
３
）
。
翻
訳
も
、

こ
の
領
域
の
重
要
な
研
究
で
一
九
九
九
年
に
翻
訳
さ
れ
た
エ
ル
ン
ス

ト
・
ク
レ
ー
の
『
第
三
帝
国
と
安
楽
死
』（
原
著
は
一
九
八
三
年
出
版
）

な
ど
が
あ
る
が
、
絶
版
で
手
に
入
り
に
く
い
も
の
が
多
い
（
４
）

。

　
関
心
が
高
ま
っ
て
い
る
の
に
最
新
の
歴
史
研
究
が
少
な
い
日
本

の
研
究
状
況
の
中
で
、
二
〇
一
九
年
に
翻
訳
出
版
さ
れ
た
の
が
、

二
〇
一
八
年
に
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
で
出
版
さ
れ
た
本
書
で
あ
る
。
著

者
の
エ
デ
ィ
ス
・
シ
ェ
フ
ァ
ー
は
歴
史
家
で
あ
り
、
自
閉
症
ス
ペ
ク

ト
ラ
ム
と
診
断
さ
れ
た
子
ど
も
の
母
で
も
あ
る
。
彼
女
は
、
自
閉
症

ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
の
研
究
で
知
ら
れ
、
最
近
ま
で
病
名
に
そ
の
名
が
使

わ
れ
て
い
た
ハ
ン
ス
・
ア
ス
ペ
ル
ガ
ー
と
、
彼
の
ナ
チ
ス
期
の
研
究

と
「
彼
の
子
ど
も
た
ち
（
＝
患
者
）」
に
つ
い
て
、歴
史
研
究
に
よ
っ

て
迫
ろ
う
と
し
て
い
る
。

　
全
体
の
構
成
は
、
序
と
エ
ピ
ロ
ー
グ
の
間
に
一
〇
章
か
ら
な
る
本

論
が
あ
る
。
な
お
、
原
著
に
は
詳
細
な
注
記
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、

本
書
で
は
、
そ
れ
ら
は
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
に
ま
と
め
ら
れ
、
最
後
の

書
　
評

エ
デ
ィ
ス
・
シ
ェ
フ
ァ
ー 

著
（
山
田
美
明 

訳
）

『
ア
ス
ベ
ル
ガ
ー
医
師
と
ナ
チ
ス

　
　
　
　
　
　
発
達
障
害
の
一
つ
の
起
源
』

（
光
文
社
、
二
〇
一
九
年
）

梅
原
　
秀
元
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頁
に
あ
る
Ｕ
Ｒ
Ｌ
ま
た
は
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る

よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
工
夫
は
、
今
後
の
歴
史
研
究
書
出
版
の

参
考
に
な
る
だ
ろ
う
。

　
次
に
、
内
容
を
見
て
い
こ
う
。

　
序
で
は
、
本
書
が
議
論
す
る
問
題
が
提
示
さ
れ
て
い
る
。
ま
ず
第

一
に
、
ア
ス
ペ
ル
ガ
ー
と
彼
の
自
閉
症
に
つ
い
て
の
研
究
が
、
ナ

チ
ス
の
価
値
観
、
特
に
「
民
族
共
同
体
」（Volksgem

einschaft

）

の
考
え
方
に
大
き
く
影
響
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す
こ
と
、
次
に
、

彼
の
「
自
閉
的
精
神
病
質
」
と
い
う
概
念
に
基
づ
く
診
断
が
、
患
者

―
特
に
、
こ
こ
で
は
乳
幼
児
か
ら
未
成
年
ま
で
の
年
齢
層
の
子
ど
も

―
に
、
破
滅
的
な
結
果
―
「
安
楽
死
」
と
い
う
名
の
下
で
の
殺
害
―

を
も
た
ら
す
可
能
性
が
あ
っ
た
こ
と
、
そ
し
て
第
三
に
、
ア
ス
ペ
ル

ガ
ー
自
身
が
、「
安
楽
死
」
の
対
象
と
す
る
子
ど
も
の
選
別
に
関
わ
っ

て
い
た
こ
と
、
第
四
に
、
一
九
八
〇
年
代
に
お
け
る
ア
ス
ペ
ル
ガ
ー

の
研
究
の
再
評
価
と
ア
ス
ペ
ル
ガ
ー
自
身
の
ナ
チ
ス
の
過
去
へ
の
評

価
と
の
関
係
で
あ
る
。
著
者
は
、
こ
れ
ら
の
問
題
を
議
論
す
る
こ
と

を
通
じ
て
、
医
学
研
究
と
政
治
・
社
会
と
の
関
係
、
診
断
が
患
者
に

及
ぼ
す
影
響
、
あ
る
一
つ
の
専
門
知
の
国
境
を
越
え
た
受
容
と
そ
の

影
響
と
を
考
察
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

　
本
論
で
は
、
ま
ず
一
九
二
〇
年
代
か
ら
三
〇
年
代
こ
ろ
の
ウ
ィ
ー

ン
市
に
お
け
る
医
療
・
社
会
事
業
の
展
開
と
、
児
童
を
対
象
と
し
た

精
神
医
学
研
究
と
そ
の
実
践
が
描
か
れ
る
。
そ
れ
と
同
時
に
、
こ
の

こ
ろ
に
医
学
研
究
を
は
じ
め
、
ウ
ィ
ー
ン
大
学
で
児
童
精
神
医
学
の

中
心
に
入
っ
て
い
く
ア
ス
ペ
ル
ガ
ー
の
足
跡
が
描
写
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
時
期
の
ウ
ィ
ー
ン
市
は
、
ウ
ィ
ー
ン
大
学
元
学
長
で
著
名
な

解
剖
学
者
だ
っ
た
ユ
リ
ウ
ス
・
タ
ン
ド
ラ
ー
の
指
揮
の
も
と
、
社
会

衛
生
学
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
っ
て
、
保
健
所
や
各
種
の
相
談
所
な

ど
か
ら
な
る
医
療
衛
生
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
、
社
会
福
祉
行
政
と
と

も
に
整
備
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
心
身
に
問
題
が
あ
る
と
さ
れ

た
子
ど
も
に
医
療
・
福
祉
行
政
が
積
極
的
に
介
入
す
る
よ
う
に
な
っ

た
。
さ
ら
に
タ
ン
ド
ラ
ー
は
優
生
学
を
否
定
し
て
お
ら
ず
、
ウ
ィ
ー

ン
市
の
新
し
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
は
、
積
極
的
・
消
極
的
優
生
学
の

考
え
方
が
随
所
に
見
ら
れ
た
。

　
児
童
少
年
の
た
め
の
医
療
・
福
祉
行
政
の
整
備
と
並
行
し
て
、

ウ
ィ
ー
ン
大
学
小
児
科
の
医
師
エ
ル
ヴ
ィ
ン
・
ラ
ツ
ァ
ー
ル
が
、
児

童
の
精
神
的
・
知
的
発
達
を
精
神
医
学
的
に
治
療
す
る
も
の
と
し
て

「
治
療
教
育
学
（H

eilpädagogik

）」
を
提
唱
し
、
大
学
医
学
部
に

診
療
所
を
開
設
し
た
。
ラ
ツ
ァ
ー
ル
は
と
く
に
、
法
に
従
お
う
と
し

な
い
「
非
社
会
的
」
児
童
に
注
目
し
、
そ
の
原
因
が
、
そ
の
児
童
自

身
が
も
つ
要
因
に
よ
る
（
内
因
的
）
の
か
、
病
気
や
環
境
な
ど
の
外

か
ら
の
要
因
に
よ
る
（
外
因
的
）
の
か
を
見
極
め
る
こ
と
を
重
視
し

た
。
診
療
所
で
の
「
非
社
会
的
」
と
い
う
診
断
は
、
市
の
児
童
福
祉

の
措
置
と
そ
の
診
断
を
受
け
た
子
ど
も
の
人
生
に
影
響
を
与
え
た
。

ウ
ィ
ー
ン
市
で
は
、
ラ
ツ
ァ
ー
ル
の
診
療
所
と
は
別
に
、
ジ
ー
ク
ム
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ン
ト
・
フ
ロ
イ
ト
を
は
じ
め
と
す
る
精
神
分
析
医
た
ち
が
、
児
童
や

少
年
の
支
援
に
動
い
て
い
た
。
こ
う
し
た
精
神
分
析
医
た
ち
と
ラ

ツ
ァ
ー
ル
ら
の
治
療
教
育
診
療
所
も
交
流
を
も
っ
て
い
た
。

　
治
療
教
育
診
療
所
で
は
、
多
忙
の
ラ
ツ
ァ
ー
ル
に
代
わ
っ
て
、
所

属
の
医
師
や
看
護
師
が
自
由
闊
達
な
雰
囲
気
の
下
で
、
子
ど
も
達
の

回
復
と
彼
ら
へ
の
支
援
の
た
め
の
強
固
な
グ
ル
ー
プ
を
形
成
し
て
い

た
。
彼
ら
の
治
療
は
、
子
ど
も
一
人
一
人
に
寄
り
添
っ
て
綿
密
に
観

察
し
、そ
れ
ぞ
れ
の
子
ど
も
の
全
人
格
を
把
握
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、

彼
ら
が
、
社
会
に
溶
け
込
め
る
よ
う
に
支
援
し
回
復
さ
せ
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
た
。
診
療
所
の
ス
タ
ッ
フ
は
、
子
ど
も
達
に
否
定
的

な
レ
ッ
テ
ル
を
張
り
、
社
会
か
ら
排
除
す
る
よ
う
な
こ
と
は
考
え
て

い
な
か
っ
た
。
本
書
の
中
心
テ
ー
マ
で
あ
る
「
自
閉
的
」
に
つ
い
て

も
、
ラ
ツ
ァ
ー
ル
の
ス
タ
ッ
フ
が
既
に
使
っ
て
い
た
。
し
か
し
彼
ら

は
こ
の
概
念
を
病
気
で
は
な
く
、
社
会
的
関
係
を
結
ぶ
こ
と
が
難
し

い
と
い
う
特
徴
と
し
て
と
ら
え
て
い
た
。

　
ラ
ツ
ァ
ー
ル
の
急
逝
（
一
九
三
二
年
）
後
、
所
長
と
な
っ
た
の

が
、
ま
だ
二
九
歳
だ
っ
た
ハ
ン
ス
・
ア
ス
ペ
ル
ガ
ー
だ
っ
た
。
こ
れ

に
は
、
一
九
二
九
年
に
急
逝
し
た
小
児
科
教
授
ク
レ
メ
ン
ス
・
フ
ォ

ン
・
ピ
ル
ケ
の
後
任
に
就
い
た
フ
ラ
ン
ツ
・
ハ
ン
ブ
ル
ガ
ー
の
影
響

が
大
き
か
っ
た
。
ハ
ン
ブ
ル
ガ
ー
は
医
学
的
に
は
さ
し
て
有
能
で
は

な
く
、ナ
チ
ス
の
熱
烈
な
支
持
者
で
、一
九
三
四
年
に
は
党
員
と
な
っ

た
。
こ
の
選
出
は
大
学
医
学
部
内
の
政
争
の
結
果
だ
っ
た
。
ハ
ン
ブ

ル
ガ
ー
は
小
児
科
の
ス
タ
ッ
フ
を
極
右
的
な
思
想
を
も
つ
者
に
差
し

替
え
て
い
っ
た
。
そ
の
新
し
い
ス
タ
ッ
フ
の
一
人
が
ア
ス
ペ
ル
ガ
ー

で
、
彼
自
身
も
ハ
ン
ブ
ル
ガ
ー
に
私
淑
し
て
い
た
。
ア
ス
ペ
ル
ガ
ー

自
身
は
ナ
チ
ス
党
員
で
は
な
か
っ
た
が
、政
治
思
想
は
右
翼
に
近
く
、

ナ
チ
ス
の
「
民
族
共
同
体
」
の
考
え
方
に
シ
ン
パ
シ
ー
を
も
っ
て
い

た
こ
と
が
本
書
で
示
さ
れ
て
い
る
。

　
著
者
は
ア
ス
ペ
ル
ガ
ー
と
所
員
の
論
文
や
著
書
の
引
用
関
係
の
分

析
か
ら
、
両
者
の
間
の
学
問
的
な
関
係
が
希
薄
だ
っ
た
こ
と
を
示
し

て
い
る
。
そ
れ
と
同
時
に
、
著
者
は
、
ハ
ン
ブ
ル
ガ
ー
や
、
ア
ス
ペ

ル
ガ
ー
が
研
修
を
し
た
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
大
学
の
児
童
少
年
精
神
科
医

パ
ウ
ル
・
シ
ュ
レ
ー
ダ
ー
、
ベ
ル
リ
ン
近
郊
の
ゲ
ル
デ
ン
精
神
病
院

院
長
で
、
後
に
ナ
チ
ス
の
「
児
童
安
楽
死
」
の
鑑
定
人
を
勤
め
、
Ｔ

４
作
戦
な
ど
の
「
安
楽
死
」
全
般
に
深
く
関
わ
っ
た
ハ
ン
ス
・
ハ
イ

ン
ツ
ェ
と
い
っ
た
、
ナ
チ
ス
と
密
接
な
関
係
を
持
つ
医
学
者
と
ア
ス

ペ
ル
ガ
ー
と
の
関
係
が
深
か
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
こ

う
し
た
関
係
性
を
、
著
者
は
、
ナ
チ
ス
精
神
医
学
で
、
社
会
的
関
係

性
を
築
く
心
的
精
神
的
素
質
と
し
て
自
閉
症
状
の
研
究
で
重
視
さ
れ

た
「
ゲ
ミ
ュ
ー
ト
（G

em
üt

）」
の
概
念
を
、
ア
ス
ペ
ル
ガ
ー
も
自

身
の
研
究
に
積
極
的
に
取
り
入
れ
た
こ
と
に
見
て
い
る
。

　
著
者
に
よ
れ
ば
、「
ゲ
ミ
ュ
ー
ト
」
は
一
八
世
紀
に
魂
（Seele

）

の
同
義
語
だ
っ
た
も
の
が
、
宗
教
的
な
意
味
が
薄
れ
、
個
人
の
感
情

や
精
神
の
最
も
奥
底
の
部
分
を
現
す
概
念
と
な
り
、
ド
イ
ツ
文
化
に
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不
可
欠
な
概
念
と
な
り
、
一
九
世
紀
前
半
に
は
文
化
の
文
学
や
音
楽

な
ど
広
範
な
領
域
で
使
わ
れ
た
。
そ
し
て
一
九
世
紀
後
半
に
は
、
芸

術
的
な
意
味
合
い
よ
り
も
、
個
人
の
前
向
き
な
感
情
や
社
会
的
感
情

を
表
す
言
葉
へ
と
変
化
し
た
。
一
九
二
〇
年
代
か
ら
三
〇
年
代
に
な

る
と
、
ド
イ
ツ
語
圏
の
精
神
医
学
や
心
理
学
に
「
ゲ
ミ
ュ
ー
ト
」
が

深
く
根
を
下
ろ
し
て
い
っ
た
。
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
学
派
の
全
体
論
的
心

理
学
の
よ
う
に
「
感
情
や
経
験
、
意
識
、
性
格
を
つ
な
げ
る
総
合
的

資
質
」
と
理
解
し
た
り
、
精
神
病
質
論
で
「
ゲ
ミ
ュ
ー
ト
」
の
あ
る

な
し
が
利
他
的
、
社
会
的
、
道
徳
的
感
情
の
有
無
と
関
係
す
る
と
み

な
し
た
り
、
精
神
医
学
的
な
人
種
論
で
「
ゲ
ミ
ュ
ー
ト
」
を
ド
イ
ツ

人
の
特
徴
と
と
ら
え
た
り
し
た
。
そ
し
て
ナ
チ
ス
精
神
医
学
で
は
、

本
来
そ
の
人
の
奥
底
に
あ
る
は
ず
の
「
ゲ
ミ
ュ
ー
ト
」
が
、
個
人
が

全
体
（
＝
民
族
共
同
体
）
と
一
体
化
す
る
た
め
の
心
的
要
素
と
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。
パ
ウ
ル
・
シ
ュ
レ
ー
ダ
ー
や
そ
の
弟
子
の
ハ
ン

ス
・
ハ
イ
ン
ツ
ェ
は
、
彼
ら
の
児
童
精
神
医
学
・
治
療
教
育
学
の
中

心
に
「
ゲ
ミ
ュ
ー
ト
」
を
据
え
て
い
て
、
そ
れ
を
ア
ス
ペ
ル
ガ
ー
は

学
ん
だ
の
だ
っ
た
。

　
一
九
三
八
年
に
は
、ナ
チ
ス
ド
イ
ツ
が
オ
ー
ス
ト
リ
ア
を
併
合
し
、

オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
医
学
界
が
ナ
チ
ス
ド
イ
ツ
支
持
に
染
ま
り
、
ド
イ

ツ
語
圏
の
精
神
医
学
界
も
ナ
チ
ス
精
神
医
学
の
支
持
者
の
も
と
で
強

制
的
同
質
化
さ
れ
た
（
５
）
。
そ
れ
に
合
わ
せ
る
か
の
よ
う
に
、
ア
ス
ペ
ル

ガ
ー
は
、
児
童
の
自
閉
症
状
に
対
し
て
、
一
九
三
八
年
に
自
閉
的
精

神
病
質
と
い
う
、
ナ
チ
ス
精
神
医
学
に
合
わ
せ
た
概
念
を
提
唱
す
る

に
至
っ
た
。
さ
ら
に
、
同
じ
こ
ろ
、
ア
ス
ペ
ル
ガ
ー
は
ナ
チ
ス
に
よ

る
医
療
衛
生
政
策
に
深
く
関
与
し
、
ナ
チ
ス
の
強
制
断
種
政
策
に
も

賛
成
し
て
い
た
こ
と
が
本
書
の
後
半
で
詳
し
く
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
問
題
と
な
っ
た
の
が
、
一
九
三
九
年
初
め
か
ら
準
備
さ
れ
、

一
九
四
〇
年
以
降
本
格
的
に
始
動
し
た
「
児
童
安
楽
死
」
と
ア
ス
ペ

ル
ガ
ー
と
の
関
係
だ
っ
た
。

　「
児
童
安
楽
死
」
は
、「
Ｔ
４
作
戦
」
に
先
行
し
て
計
画
さ
れ
、「
Ｔ

４
」
と
並
行
し
て
実
施
さ
れ
た
、
乳
幼
児
か
ら
未
成
年
の
子
ど
も
の

障
害
者
や
精
神
病
患
者
を
対
象
と
し
た
殺
害
作
戦
で
あ
る
。
ベ
ル
リ

ン
の
総
統
官
房
に
作
戦
の
司
令
部
が
置
か
れ
た
。
司
令
部
に
は
、
全

国
か
ら
殺
害
候
補
と
な
る
子
ど
も
の
調
査
票
が
送
ら
れ
、
精
神
科
医

の
ハ
ン
ス
・
ハ
イ
ン
ツ
ェ
ら
三
人
の
鑑
定
医
が
殺
害
す
る
か
を
鑑
定

し
た
。
戦
争
後
半
に
は
、
個
々
の
病
院
で
殺
害
が
決
定
さ
れ
る
こ

と
も
あ
っ
た
。
殺
害
が
決
ま
っ
た
子
ど
も
は
、
殺
害
拠
点
と
し
て

一
九
四
〇
年
か
ら
四
五
年
の
間
に
、
主
に
ド
イ
ツ
領
と
オ
ー
ス
ト
リ

ア
の
大
学
病
院
の
小
児
科
や
精
神
病
院
に
設
置
さ
れ
た
「
児
童
部
門

（K
inderfachabteilung

）」
に
移
送
さ
れ
、
そ
こ
で
殺
害
さ
れ
た
。

ウ
ィ
ー
ン
市
に
は
、
ア
ム
シ
ュ
ピ
ー
ゲ
ル
グ
ル
ン
ド
精
神
病
院
内
に

「
児
童
部
門
」
が
設
置
さ
れ
た
。「
児
童
安
楽
死
」
で
は
対
象
と
な
っ

た
子
ど
も
を
殺
害
す
る
だ
け
で
な
く
、
そ
の
死
体
（
主
に
脳
）
を
医

学
研
究
に
利
用
し
た
こ
と
が
研
究
で
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
（
６
）

。
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従
来
、
ア
ス
ペ
ル
ガ
ー
は
、「
児
童
安
楽
死
」
か
ら
自
閉
症
の
子

ど
も
を
守
っ
た
慈
悲
深
い
医
師
と
い
う
像
が
広
ま
っ
て
い
る
。
し
か

し
、
著
者
は
、
彼
が
助
け
た
の
は
自
閉
症
の
子
ど
も
で
も
、
症
状
が

軽
度
で
あ
っ
た
り
、
何
か
他
に
「
民
族
共
同
体
」
に
と
っ
て
役
に
立

ち
そ
う
な
能
力
が
あ
る
子
ど
も
だ
け
だ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
、
そ
れ

以
外
の
子
ど
も
に
対
し
て
ア
ス
ペ
ル
ガ
ー
は
、
彼
の
自
閉
症
的
精
神

病
質
に
も
と
づ
い
て
、
治
療
不
可
能
や
教
育
不
可
能
と
い
っ
た
診
断

を
下
し
た
。
そ
の
診
断
が
、
そ
の
子
ど
も
達
に
と
っ
て
破
滅
的
な
運

命
を
決
定
づ
け
る
と
知
っ
た
上
で
の
こ
と
だ
っ
た
。
そ
う
し
た
診
断

を
受
け
た
子
ど
も
た
ち
は
、
ア
ム
シ
ュ
ピ
ー
ゲ
ル
グ
ル
ン
ト
の
「
児

童
部
門
」
に
移
送
さ
れ
、
目
を
背
け
た
く
な
る
よ
う
な
扱
い
を
受
け

て
殺
さ
れ
た
こ
と
を
本
書
は
生
々
し
く
描
い
て
い
る
。
さ
ら
に
著
者

は
、ア
ス
ペ
ル
ガ
ー
自
身
が
、「
児
童
安
楽
死
」の
対
象
選
定
に
関
わ
っ

て
い
た
こ
と
も
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
か
ら
、
著
者
は
、
ア

ス
ペ
ル
ガ
ー
は
「
安
楽
死
」
か
ら
自
閉
症
の
児
童
を
守
っ
た
と
い
う

戦
後
の
言
説
は
、
一
面
的
で
あ
り
、
ア
ス
ペ
ル
ガ
ー
の
実
像
と
は
違

う
と
し
て
い
る
。

　
そ
し
て
、
戦
争
末
期
の
一
九
四
四
年
に
発
表
さ
れ
た
ア
ス
ペ
ル

ガ
ー
の
有
名
な
自
閉
的
精
神
病
質
の
論
文
に
つ
い
て
の
分
析
か
ら
、

彼
の
自
閉
症
論
で
は
、
ナ
チ
ス
精
神
医
学
の
重
要
概
念
「
ゲ
ミ
ュ
ー

ト
」
が
全
面
的
に
取
り
入
れ
ら
れ
、「
ゲ
ミ
ュ
ー
ト
」
の
有
無
と
共

同
体
と
自
己
を
結
び
付
け
る
能
力
と
の
関
係
性
に
基
づ
い
て
、
自
閉

的
精
神
病
質
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。

著
者
は
、
こ
の
こ
と
を
、
ア
ス
ペ
ル
ガ
ー
が
、
ナ
チ
ス
精
神
医
学
が

支
配
的
に
な
っ
て
い
る
状
況
に
、
彼
の
研
究
を
合
わ
せ
た
た
め
で
あ

ろ
う
と
し
て
い
る
。し
た
が
っ
て
、戦
後
、状
況
が
変
わ
っ
た
こ
と
で
、

ア
ス
ペ
ル
ガ
ー
は
自
閉
的
精
神
病
質
の
児
童
へ
の
否
定
的
な
言
説
を

極
力
控
え
、
良
い
点
を
強
調
し
た
。
そ
も
そ
も
、
彼
は
戦
後
、
自
閉

症
に
つ
い
て
の
研
究
を
し
な
く
な
っ
て
い
た
。

　
著
者
は
、
ナ
チ
ス
支
配
下
に
お
け
る
ア
ス
ペ
ル
ガ
ー
に
つ
い
て
、

彼
は
確
か
に
ナ
チ
ス
党
員
で
は
な
く
、
熱
烈
な
ナ
チ
ス
支
持
者
で
も

な
か
っ
た
が
、
精
神
科
医
と
し
て
ナ
チ
ス
精
神
医
学
と
密
接
に
関
わ

り
、「
児
童
安
楽
死
」
に
一
定
の
役
割
を
果
た
し
、
党
員
で
な
く
と

も
ナ
チ
ス
支
配
下
で
そ
れ
な
り
の
地
位
を
保
ち
、
学
問
的
に
も
成
功

し
て
い
た
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
と
考
え
て
い
る
。
そ
し
て
、
彼
の

よ
う
な
存
在
が
、
ナ
チ
ス
の
支
配
と
蛮
行
を
可
能
に
し
た
と
主
張

し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
ア
ス
ペ
ル
ガ
ー
を
は
じ
め
、「
児
童
安
楽
死
」

に
関
わ
っ
た
多
く
の
医
師
は
戦
後
も
そ
の
ま
ま
医
師
と
し
て
活
躍

し
、
ナ
チ
ス
期
の
過
去
や
罪
と
向
き
合
う
こ
と
は
な
か
っ
た
。
他
方

で
、強
制
断
種
と
「
安
楽
死
」
の
犠
牲
者
や
家
族
は
、心
身
の
ダ
メ
ー

ジ
に
戦
後
も
苦
し
め
ら
れ
た
こ
と
に
も
言
及
さ
れ
て
い
る
。

　
最
後
の
エ
ピ
ロ
ー
グ
の
章
で
は
、
ア
ス
ペ
ル
ガ
ー
の
「
自
閉
的
精

神
病
質
」
の
概
念
は
、
一
九
八
〇
年
代
に
発
見
さ
れ
る
が
、
そ
の

時
に
は
ナ
チ
ス
と
の
関
係
が
切
り
離
さ
れ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
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エ
デ
ィ
ス
・
シ
ェ
フ
ァ
ー 

著
（
山
田
美
明
訳
）『
ア
ス
ベ
ル
ガ
ー
医
師
と
ナ
チ
ス
　
発
達
障
害
の
一
つ
の
起
源
』（
梅
原
）

い
る
。
そ
し
て
「
自
閉
的
精
神
病
質
」
と
い
う
言
葉
は
、「
自
閉
症
」

と
い
う
言
葉
に
置
き
換
え
ら
れ
、
さ
ら
に
、
国
際
的
な
診
断
基
準
に

は
「
ア
ス
ペ
ル
ガ
ー
障
害
」
と
い
う
別
の
名
前
で
加
え
ら
れ
、
近
年

で
は
「
自
閉
症
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
」
と
い
う
名
前
と
な
っ
て
世
界
中
に

広
ま
り
、
自
閉
症
診
断
の
過
剰
を
招
く
こ
と
に
な
っ
た
と
さ
れ
て
い

る
。

　
本
書
は
精
神
医
学
の
専
門
用
語
が
頻
出
す
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

訳
文
は
非
常
に
わ
か
り
や
す
く
読
み
や
す
い
も
の
に
な
っ
て
い
る
。

た
だ
し
、
重
要
な
単
語
の
訳
が
適
切
で
は
な
い
。
特
に
、
一
二
七
頁

の
小
見
出
し
に
あ
る
「
ナ
チ
ス
の
優
生
保
護
法
」
は
明
ら
か
な
誤
訳

で
あ
る
。
ナ
チ
ス
ド
イ
ツ
に
優
生
保
護
法
と
い
う
名
称
の
法
律
は
な

い
。
こ
れ
は
強
制
断
種
を
可
能
と
し
た
遺
伝
病
子
孫
予
防
法
の
こ
と

で
あ
ろ
う
。
ま
た
「
民
族
衛
生
」
も
、
人
種
衛
生
ま
た
は
人
種
衛
生

学
が
正
確
な
訳
語
で
あ
る
。
良
い
訳
文
な
の
で
、
重
要
な
言
葉
は
正

確
に
訳
し
て
ほ
し
い
。

　
ま
た
、本
書
で
「
児
童
安
楽
死
」
の
契
機
と
し
て
「
ク
レ
ッ
チ
マ
ー

の
子
ど
も
の
ケ
ー
ス
」
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
が
、現
在
の
研
究
で
は
、

ク
レ
ッ
チ
マ
ー
と
い
う
フ
ァ
ミ
リ
ー
ネ
ー
ム
で
は
な
く
、
重
い
障
害

の
子
ど
も
を
死
な
せ
る
よ
う
お
願
い
し
た
親
族
が
い
た
で
あ
ろ
う
と

い
う
こ
と
ま
で
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
て
、
そ
れ
が
誰
だ
っ
た
の
か

は
分
か
ら
な
い
ま
ま
で
あ
る
（
７
）

。

　
著
者
は
、
本
書
に
お
い
て
、
ナ
チ
ス
の
「
民
族
共
同
体
」
に
入
る

べ
き
個
人
と
そ
う
で
な
い
個
人
の
選
別
と
い
う
、
社
会
的
な
問
題
の

解
決
に
、
ア
ス
ペ
ル
ガ
ー
の
科
学
的
研
究
が
寄
与
し
て
い
た
こ
と
を

示
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
ド
イ
ツ
の
歴
史
研
究
者
ル
ッ
ツ
・
ラ
フ
ァ

エ
ル
が
提
示
し
、
現
在
で
は
ド
イ
ツ
の
科
学
社
会
史
研
究
で
基
本
概

念
と
な
っ
て
い
る
「
社
会
的
な
こ
と
の
科
学
化
（
８
）
」
の
典
型
的
な
例
と

み
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
ア
ス
ペ
ル
ガ
ー
が
自
閉
的

精
神
病
質
の
概
念
を
ナ
チ
ス
に
合
わ
せ
る
よ
う
に
変
え
た
こ
と
は
、

精
神
医
学
、
さ
ら
に
は
科
学
が
社
会
と
の
関
係
で
、
科
学
の
側
か
ら

社
会
に
意
識
的
・
無
意
識
的
に
迎
合
す
る
可
能
性
を
示
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
本
書
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
医
学
・
科
学
と
社

会
と
の
関
係
を
読
者
に
問
う
て
い
る
。

　
本
書
は
、
障
害
に
関
わ
る
様
々
な
問
題
が
、
ど
の
よ
う
な
過
去
を

背
景
に
し
て
起
き
て
い
る
の
か
を
、
歴
史
学
的
に
明
ら
か
に
し
た
も

の
で
あ
り
、
ナ
チ
ス
期
の
医
学
や
科
学
の
あ
り
よ
う
を
一
人
の
医
学

者
（
科
学
者
）
を
通
し
て
描
い
て
い
る
。
障
害
学
や
障
害
運
動
に
関

係
し
て
い
る
人
た
ち
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
医
学
・
科
学
と
政
治
・

社
会
と
の
関
係
の
歴
史
研
究
や
、
ナ
チ
ス
期
の
歴
史
に
関
心
の
あ
る

人
た
ち
に
こ
そ
手
に
取
っ
て
ほ
し
い
研
究
書
で
あ
る
。
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註（１
）
藤
井
克
徳
『
わ
た
し
で
最
後
に
し
て
　
ナ
チ
ス
の
障
害
者
虐
殺
と

優
生
思
想
』（
合
同
出
版
　
二
〇
一
八
年
）。
ス
ザ
ン
ヌ
Ｅ
・
エ
ヴ
ァ

ン
ズ
（
黒
田
学
、清
水
貞
夫
訳
）『
障
害
者
の
安
楽
死
計
画
と
ホ
ロ
コ
ー

ス
ト
　
ナ
チ
ス
の
忘
れ
去
ら
れ
た
犯
罪
』（
ク
リ
エ
イ
ツ
か
も
が
わ

　
二
〇
一
七
年
）。
ヒ
ュ
ー
・
Ｇ
・
ギ
ャ
ラ
フ
ァ
ー
（
長
瀬
修
訳
）『
新

装
版
　
ナ
チ
ス
ド
イ
ツ
と
障
害
者
「
安
楽
死
」
計
画
』（
現
代
書
館
　

二
〇
一
七
年
）。

（
２
）
概
観
と
し
て
以
下
が
あ
る
。Robert Jütte / W

olfgang 
U

. E
ckart / H

ans-W
alter Schm

uhl / W
infried Süß 

(H
rsg.), M

edizin und N
ationalsozialism

us. B
ilanz und 

Perspektiven der Forschung , G
öttingen, W

allstein Verlag, 
2011; W

olfgang U
. E

ckart, M
edizin in der N

S-D
iktatur. 

Ideologie, Praxis, Folgen , K
öln, Böhlau Verlag, 2012.

（
３
）
木
畑
和
子
「
民
族
の
『
健
康
』
を
目
指
し
て
─
第
三
帝
国
の
保
健

衛
生
行
政｣

川
越
修/

矢
野
久
編,

『
ナ
チ
ズ
ム
の
な
か
の
20
世
紀
』（
柏

書
房
、
二
〇
〇
二
年
）、
一
五
八
―
一
八
九
頁
。
木
畑
和
子
「
第
二
次

世
界
大
戦
下
に
お
け
る『
安
楽
死
』問
題
」井
上
茂
子
他
共
編
著『1939

　
ド
イ
ツ
第
三
帝
国
と
第
二
次
世
界
大
戦
』（
同
文
舘
、
一
九
八
九

年
）、
二
四
三
―
二
八
三
頁
。
川
越
修
『
社
会
国
家
の
生
成
』（
岩
波

書
店
　
二
〇
〇
三
年
）。

（
４
）
エ
ル
ン
ス
ト
・
ク
レ
ー
『
第
三
帝
国
と
安
楽
死
　
生
き
る
に
値
し

な
い
生
命
の
抹
殺
』（
松
下
正
明
監
訳
）（
批
評
社
、
一
九
九
九
年
）。

（
５
）
一
九
三
五
年
に
、
主
要
な
ナ
チ
ス
精
神
医
学
者
の
一
人
、
エ
ル
ン

ス
ト
・
リ
ュ
デ
ィ
ン
を
学
会
長
と
し
て
ド
イ
ツ
の
全
て
の
精
神
科
医
・

神
経
科
医
・
心
理
療
法
師
を
統
括
す
る
団
体
と
し
て
ド
イ
ツ
精
神
神

経
科
医
・
精
神
科
医
会
が
設
立
さ
れ
た
。
一
九
四
〇
年
に
は
、
児
童

精
神
医
学
と
治
療
教
育
学
を
統
括
す
る
団
体
と
し
て
ド
イ
ツ
児
童
精

神
医
学
・
治
療
教
育
協
会
が
設
立
さ
れ
、
パ
ウ
ル
・
シ
ュ
レ
ー
ダ
ー

が
会
長
に
な
っ
た
。
後
に
、
一
九
四
一
年
に
は
ハ
ン
ス
・
ハ
イ
ン

ツ
ェ
が
会
長
に
な
り
、「
児
童
安
楽
死
」
を
医
学
界
か
ら
支
え
る
こ

と
に
な
っ
た
。
ド
イ
ツ
精
神
医
学
界
に
つ
い
て
は
、H

ans-W
alter 

Schm
uhl, D

ie G
esellschaft D

eutscher N
eurologen und 

Psychiater im
 N

ationalsozialism
us , H

eidelberg, Springer 
Verlag, 2016

を
、
児
童
少
年
医
学
と
治
療
教
育
学
に
つ
い
て
は
、

H
einer Fangeraur / Sascha Topp / K

laus Schepler (H
rsg.), 

K
inder- und Jugendpsychiatrie im

 N
ationalsozialism

us 
und in der N

achkriegszeit. Z
ur G

eschichte ihrer 
K

onsolidierung, H
eidelberg, Springer V

erlag, 2017

を
参

照
の
こ
と
。

（
６
）Thom

as Beddies / K
ristina H

übener (H
rsg.), K

inder in 
der N

S-Psychiatrie , B
erlin, be.bra W

issenschaft verlag, 
2004. 

（
７
）U

do B
enzenhöfer, D

er K
inder- und Jugendpsychiater 

H
ans H

einze und die „N
S-E

uthanasie“ unter besonderr 
B

erücksichtigung der „K
inderfachabteilung“ in G

örden  
(Frankfurter Studien zur G

eschichte und E
thik der 

M
edizin, N

eue Folge, B
d. 6), U

lm
, K

lem
m

+oelschläger, 
2019, hier bes. S. 24ff.

（
８
）L

utz R
aphael, „D

ie V
erw

issenschaftlichung des
S

ozialen
 als m

eth
odisch

e u
n

d k
on

zeption
elle 

H
erausforderung für eine Sozialgeschichte des 20. 
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エ
デ
ィ
ス
・
シ
ェ
フ
ァ
ー 

著
（
山
田
美
明
訳
）『
ア
ス
ベ
ル
ガ
ー
医
師
と
ナ
チ
ス
　
発
達
障
害
の
一
つ
の
起
源
』（
梅
原
）

Jahrhunderts”, in G
esechichte und G

esellschaft , B
d. 

22, 1996, S. 165-193; ders., “E
m

bedding the H
um

an 
and Social Sciences in W

estern Societies, 1880-
1980. R

eflections on Trends and M
ethods of C

urrent 
R

esearch”, in K
erstin B

rückw
eh / B

enjam
in Ziem

ann / 
D

irk Schum
ann / Richard F. W

etzell, (eds.): E
ngineering 

Society. T
he R

ole of the H
um

an and Social Sciences 
in M

odern S
ocieties 1880-1980 , L

ondon, P
agrave 

M
acm

illan, 2013, pp.41-58.

（
立
教
大
学
・
兼
任
講
師
）
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